
●第15回通常総会開催

●各団体総会開催

●中山間枝幸集落全体会議

●巡回ドック検診

●春の廃プラ回収

●道北ブラック＆ホワイトショウ

●枝幸町家畜自衛防疫組合研修会

●JA青年部主催合同勉強会

●第２回・３回理事会議案等

●JAグループ北海道農政活動

強化に向けて(第1回・第2回)

●事務所１階満開の桜

●枝幸町公共育成牧場一斉入牧

●JAの存在意義を考えるシリーズ

●コンプライアンス研修終了

●農業新聞購読料の改定のお知らせ

●牧草収穫作業風景

●JAバンク年金サンクスプレゼント
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宗谷南

5月30日 女性部の園芸グループ４名により、今年設けました本所事務所前の花壇に４種類の花

の苗とヒマワリの種を植えて頂きました。当日は生憎の雨模様の寒空でしたが、園芸グループの皆さ

んは普段の手慣れた作業で約1００株の苗を手際よく植え午前中で作業を終えることができました。

これから秋まで見事な花が鑑賞できますので、組合員の皆様も是非ご覧に来てください。

園芸グループの皆様、お忙しい中ありがとうございました。



Ｊ
Ａ
宗
谷
南
第
15
回
通
常
総
会
開
催

※

出
席
正
組
合
員
数
１
１
１
名

本
人
出
席
37
名

委
任
状
出
席
12
名

書
面
出
席
62
名

令
和
6
年
5
月
24
日
、
枝
幸
町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
第
15
回
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

次
第
に
よ
り
物
故
者
へ
の
黙
祷
か
ら
次
に
Ｊ
Ａ
綱

領
、
各
贈
呈
者
表
彰
に
な
り
、
新
規
就
農
者
と
し
て

辻
野
倫
太
郎
さ
ん
、
就
農
後
継
者
と
し
て
佐
々
木

捷
さ
ん
、
澤
田
弥
飛
さ
ん
の
名
前
を
読
み
上
げ
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
連
合
会
を
代
表
し
て
、
北
海
道
信
連
旭

川
支
所
の
姉
崎
支
所
長
よ
り
激
励
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
就
農
後
継
者
の
開
地
希
望
さ
ん
に
は
、
乳

牛
購
入
費
用
と
し
て
１
０
０
万
円
の
目
録
が
向
井
地

組
合
長
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
開
始
に
先
立
ち
、
向
井
地
組
合
長
よ
り
こ
こ

数
年
コ
ロ
ナ
禍
と
共
に
緊
迫
し
た
世
界
情
勢
の
中
、

酪
農
情
勢
に
関
し
ま
し
て
も
非
常
に
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
何
と
か
こ
こ
に
き
て
日
が

昇
り
始
め
明
る
さ
が
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
戻
り

つ
つ
あ
る
と
述
べ
、
こ
の
厳
し
い
酪
農
情
勢
へ
新
規

就
農
や
後
継
者
と
し
て
の
道
を
選
択
し
た
本
日
表

彰
さ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
と
も
述
べ
た
。

令
和
5
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
前
年
並
み
の

剰
余
金
を
計
上
出
来
た
の
も
組
合
員
皆
さ
ま
の
努

力
の
賜
物
で
あ
り
、
厳
し
い
酪
農
情
勢
に
よ
り
枝
幸

町
よ
り
多
額
の
緊
急
対
策
支
援
も
頂
い
た
こ
と
も

踏
ま
え
、
Ｊ
Ａ
か
ら
も
12
月
に
35
百
万
円
の
緊
急

対
策
を
行
い
、
今
回
の
剰
余
金
処
分
案
に
お
い
て
３

５
５
０
万
円
の
配
当
を
提
案
致
し
た
い
と
し
、
合
わ

せ
て
７
千
万
円
を
配
分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
は
、
離
農
件
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
Ｊ

Ａ
の
生
命
線
で
あ
る
生
乳
生
産
量
が
減
少
し
て
い

る
状
況
下
に
あ
る
こ
と
は
現
実
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
の
身

の
丈
に
あ
っ
た
運
営
が
急
務
で
あ
る
た
め
、
令
和
５

年
度
末
を
も
っ
て
歌
登
支
所
の
閉
鎖
を
余
儀
な
く

さ
れ
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
に
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。

来賓の皆様

組
合
員
皆
様
に
は
、
組
合
員
数
の
減
少
に
よ

り
負
担
を
増
や
す
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
の

で
、
今
後
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
不
採
算
部
門

に
つ
い
て
は
、
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
取
り
組

み
を
前
向
き
に
強
化
し
て
い
き
ま
す
の
で
特
段

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
を
申
し
上
げ
開
会
の
挨
拶
と
し
た
。

続
い
て
来
賓
の
方
々
よ
り
祝
辞
を
頂
き
、
来

賓
紹
介
、
祝
電
披
露
と
な
り
ま
し
た
。

祝辞（右上時計回）
武部議員秘書 佐藤 愛 様

宗谷振興局 西野部長 様

中央会旭川 林支所長 様

枝幸町 村上町長 様



令
和
6
年
5
月
24
日
、
枝
幸
町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

続
い
て
組
合
長
が
仮
議
長
と
な
り
議
長
選
出
方
法

を
諮
り
、
仮
議
長
一
任
の
声
に
よ
り
歌
登
東
歌
登
の

重
松
良
平
氏
を
議
長
に
指
名
し
選
出
さ
れ
議
案
の
審

議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
総
会
の
審
議
は
９
議
案
と
な
っ
て
お
り
、
議
案
第

１
号
の
「
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」
か
ら
始
ま
り
最

後
議
案
第
９
号
「役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て
」ま
で

全
議
案
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
本
日
の
特
別
決
議
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
り
閉
会
の
挨
拶
と
特
別
決
議
に
関
す
る
趣
旨
の

説
明
が
向
井
地
組
合
長
よ
り
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
議
長
を
務
め
て
頂
い
た
重
松
議
長
、
来
賓
の

方
々
に
お
礼
を
述
べ
、
提
案
の
議
案
全
て
満
場
一
致

で
の
承
認
に
対
し
て
も
組
合
員
に
お
礼
を
述
べ
た
後
、

現
在
の
赤
字
部
門
で
あ
る
授
精
部
門
と
Ａ
コ
ー
プ
合

わ
せ
て
５
千
万
円
と
な
る
が
、
出
資
増
口
し
て
も
追
い

つ
か
な
い
状
況
で
す
が
地
域
を
守
る
の
が
農
協
で
あ

り
、
一
般
企
業
で
は
不
採
算
部
門
と
な
れ
ば
撤
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
。

つ
い
て
は
、
組
合
員
皆
様
の
理
解
出
来
う
る
範
囲
内
で

継
続
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
今
暫
く
理
解
頂
き
た

い
。
今
回
の
支
所
の
閉
鎖
に
伴
い
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
Ａ
コ
ー
プ
に

設
置
し
集
客
に
つ
な
げ
て
行
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
状
、
新
規
参
入
も
あ
る
中
、
労
働
力
不
足
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
技
能
実
習
生
制
度
が
３

年
後
は
「
育
成
就
労
」
制
度
に
変
わ
り
ま
す
が
、
１
年

以
上
勤
め
れ
ば
転
籍
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り

待
遇
の
良
い
所
へ
行
け
る
た
め
、
中
々
労
働
力
不
足
の

解
消
に
は
厳
し
い
状
況
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
田
舎

か
ら
都
会
へ
人
材
が
流
れ
て
し
ま
い
食
料
安
全
保
障

か
ら
は
全
く
矛
盾
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
は
、
２
０
０
％
の
食
料
自
給
率
で
法
律
を
変

更
し
て
ま
で
政
府
は
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
の
北
海

道
は
工
業
地
帯
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
風
力
発
電
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
続
々
と
作
ら
れ
て
い
る
現
状
で

我
々
農
業
者
は
農
地
を
守
る
こ
と
の
使
命
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
本
日
の
特
別
決
議
の
趣
旨
を
向
井
地

組
合
長
か
ら
説
明
さ
れ
た
。

時
間
の
都
合
上
既
に
こ
の
会
場
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
し

ま
し
た
が
、
来
年
７
月
に
行
わ
れ
る
参
議
院
通
常
選

挙
に
お
い
て
全
国
比
例
区
か
ら
出
馬
を
決
め
て
い
る

北
海
道
か
ら
の
候
補
者
「東
野
ひ
で
き
」氏
に
つ
い
て
、

候
補
決
定
前
の
予
備
投
票
に
お
い
て
、
千
葉
県
か
ら

の
候
補
と
一
騎
打
ち
の
戦
い
と
な
り
、
私
自
身
北
海

道
農
政
連
会
長
と
し
て
全
国
行
脚
し
、
東
野
候
補
の

出
馬
の
意
義
等
を
説
明
し
て
参
り
ま
し
た
結
果
、
北

海
道
の
結
束
力
に
よ
っ
て
見
事
勝
利
し
正
式
に
候
補

者
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
予
備
投
票
は
都
市
型
農
協

の
関
東
周
辺
地
域
と
、
何
と
し
て
も
一
次
産
業
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
北
海
道
、
九
州
、
東
北
、
北
陸

の
戦
い
で
し
た
が
、
純
粋
な
農
業
生
産
を
上
げ
て
い
る

農
協
に
軍
配
が
上
が
っ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
こ
の
国
政
選
挙
に
お
い
て
、
農
業
団
体
の

声
を
届
け
る
た
め
に
も
、
多
く
の
票
が
必
要
で
あ
り

自
分
た
ち
の
生
活
、
農
業
、
農
地
を
守
る
た
め
に
も

協
力
の
お
願
い
を
申
し
上
げ
た
い
。

ビデオメッセージにより決意

を述べた「東野ひでき」氏

こ
の
あ
と
、
青
年
部
高
橋
部
長
と
女
性
部
山
﨑
部

長
か
ら
特
別
決
議
文
を
読
み
上
げ
る
の
で
盛
大
な
る

拍
手
を
以
っ
て
決
議
し
て
頂
き
た
く
重
ね
て
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
と
趣
旨
説
明
さ
れ
両
部
長
よ
り

決
議
文
が
読
み
あ
げ
ら
れ
盛
大
な
拍
手
に
よ
り
決
議

さ
れ
、
第
15
回
通
常
総
会
の
閉
会
が
宣
言
さ
れ
た
。

特別決議を読み上げる

高橋部長と山﨑部長

閉会挨拶と特別決議の

趣旨を詳細に伝えた

向井地組合長

信
連
旭
川
姉
崎
支
所
長
よ
り

激
励
状
が
手
渡
さ
れ
た

奥
「佐
々
木
」氏

手
前
「辻
野
」氏

スムーズな進行で

議長を務めて頂き

ました



各団体総会開催
(株)アグリサポート枝幸では、４月１７日第１４期

定時株主総会がＪＡ宗谷南会議室にて開催された。

株主総数１１名に対し１１名（委任状含む）が出席

された。決議事項１号から５号議案まで満場意義

無く承認された。

向井地社長は、ファームＡＹＮＩについては、厳しい

状況となっているが、何とか打開していきますのでも

う少し時間を頂きたいと株主に説明しました。

宗谷南乳牛検定組合では、４月２５日第１３回定期

総会が振興センターにて開催された。組合員５７名本

人１４名、委任状２８名合わせて４２名の出席となり

ました。

議長には、歌登地区の菅原一人氏が選出され議案第１

号から第３号まで上程され全ての議案が満場一致で賛

成された。

宗谷南酪農ヘルパー利用組合では、４月２５日第

１４回定期総会が振興センターにて開催された。組合

員数８６名、１２名の組合員が出席された。

議長には、風烈布地区の佐藤良介氏が選出され議案第

１号から第３号まで上程された中で質問が３点ほど出

ましたが真壁組合長より回答され全ての議案が満場一

致により賛成された。

宗谷南乳質改善協議会では、５月２０日 第１６回

代議員総会がＪＡ宗谷南会議室にて開催された。代議

員１０名のうち８名の代議員が出席された。議長には

向井地会長が就き、議案第１号から７号まで慎重審議

され反則金処分については昨年同様の基準で返戻する

ことで承認された。

厳しい酪農情勢は一時より日差しが見えて来ましたの

で、乗り越えて頑張りましょうと締めました。

中山間枝幸集落全体会議
中山間枝幸集落では、５月２７日振興センターで

全体会議が行われた。当日協定参加者９４名のうち本

人出席１４名、書面議決５３名により過半数以上の出

席により開始された。

下山代表の挨拶の後、議案第１号から３号まで慎重審

議され質疑を受けた後承認された。なお、事業計画の

中で、アライグマを対象として、有害鳥獣捕獲報奨金

規約を制定（５月２７日付）し、１頭５００円の報奨

金を支払う規約が制定された。

下山代表閉会挨拶では、第５期については、今年が最

後の年となるので、皆さんの協力により計画が達成さ

れるように頑張りましょうと締めました。



巡
回
ド
ッ
ク
検
診

早
期
発
見

４
月
10
日
～
12
日
の
3
日
間
、
旭
川

厚
生
病
院
に
よ
る
巡
回
ド
ッ
ク
検
診
が

今
年
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
診
者
は
、
組
合
員
・
職
員

合
わ
せ
て
２
０
７
名
が
受
診
さ
れ
ま
し

た
。
検
診
結
果
は
す
で
に
お
手
元
に
送

ら
れ
て
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

「
要
精
密
検
査
」
と
な
っ
て
い
る
方
で
、

ま
だ
未
受
診
の
方
は
、
早
急
に
受
診
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

病
気
の
早
期
発
見
は
非
常
に
重
要
な

事
で
す
の
で
精
密
検
査
の
対
象
の
方
、

最
近
調
子
が
思
わ
し
く
な
い
と
感
じ
て

い
る
方
は
、
病
院
の
受
診
を
勧
奨
致
し

ま
す
。

な
お
、
厚
生
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
管
理
課
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

春
の
廃
プ
ラ
回
収

4
月
22
日
と
24
日
の
両
日
、
廃
プ
ラ
の
回

収
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
回
収
で
は
、
約
82
ト
ン
が
回
収
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
廃
プ
ラ
は
、
㈱
苫
小
牧
清
掃
社
と
契

約
を
提
携
し
て
お
り
、
そ
こ
へ
運
ば
れ
て
固

形
燃
料
等
に
生
ま
れ
変
わ
り
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
て
い
ま
す
。

廃
プ
ラ
を
適
正
に
処
理
さ
れ
れ
ば
、
リ
サ

イ
ク
ル
と
し
て
可
能
な
資
源
と
な
り
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
と
な
り
ま
す
の
で
不
適
正
な
物
が
混

入
し
な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
秋
も
廃
プ
ラ
回
収
を
行
う
予
定

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
か

ら
中
身
が
は
み
出
さ
な
い
要
し
っ
か
り
と
開

口
部
を
結
ん
で
ス
プ
レ
ー
で
氏
名
を
記
入
し

搬
入
願
い
ま
す
。

５
月
11
日
、
豊
富
町
ホ
ク
レ

ン
地
域
家
畜
市
場
で
２
０
２
４

年
道
北
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト

シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
に
は
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク

ス
北
海
道
よ
り
「
𠮷
田
潤
嗣
」

氏
を
お
迎
え
し
て
の
開
催
と
な

り
エ
ン
ト
リ
ー
数
は
、
１
２
３

頭
で
し
た
が
当
日
は
、
宗
谷
地

区
、
留
萌
地
区
合
わ
せ
て
７
５

頭
の
出
品
と
な
り
ま
し
た
。

当
地
区
か
ら
は
、
４
戸
の
組

合
員
が
７
頭
出
品
し
、
う
ち
２

頭
が
上
位
３
位
の
成
績
を
収
め

ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ど
の
乳
牛
も
甲
乙

付
け
難
い
審
査
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、

第
12
部
、
稚
内
市
の
白
崎
紘
希

さ
ん
出
品
の
「
ス
カ
イ
ハ
イ

バ
イ
ウ
ェ
イ

ハ
ン
ナ

Ｅ
Ｔ
」

が
選
ば
れ
、
リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
第
9

部
、
遠
別
町
の
佐
久
間
陽
生
さ

ん
出
品
の
「
レ
ッ
ド
ブ
リ
ッ
ク

プ
レ
ー
ス

ア
リ
ゲ
ー
タ
ー

ア

グ
リ
ー
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

部 名号 順位 出品者 

１ ポールスター バロン ハズイットオール ８位 高 橋 慶 大 

１ ウチ アメイジング エリザベス リルリー ７位 内 田 喜久男 

２ オムラ ＡＲＫ スイート ハマー ５位 小 椋 義 則 

５ オムラ エントリー ジャガー ＥＴ ４位 小 椋 義 則 

７ ウチ エボエボ ＡＫＢ エリゾベス ５位 関 口 真 也 

７ オムラ ハンフォード ダイアン ３位 小 椋 義 則 

10 オムラ サンキュー ベリー フタゴ ３位 小 椋 義 則 

 

𠮷田審査員



枝幸町家畜自衛防疫組合研修会

５月１７日 枝幸町コミュニティセンターにて家畜自衛防疫

組合主催による研修会が開催されました。

当日、講師に宗谷家畜保健所の「三浦専門員」、宗谷農業改

良普及センターの「塩地域係長」、明治アニマルヘルスより

「上野晃平」氏、地元枝幸町より農林課「加藤副主幹」の４氏

により「牛サルモネラ症など家畜伝染病の予防と組合員の家

畜防疫に関する知識向上を目的として」研修会を企画し実施

されました。

受講者は、組合員４０名と関係機関団体で１３名と合わせて

５３名の受講となりました。

昨年は、サルモネラ症が多く発症したこともあり、夫婦、親

子での参加も見受けられ関心度の高さが伺われました。質疑で

は活発な質問が出され、盛会裏に研修会が終了致しました。

講師の皆様

聴講の様子 質問の様子

ＪＡ青年部主催合同勉強会

５月２０日 酪農振興センターにおいて、青年部と４Hクラ

ブの部員同士の合同勉強会を初めて企画し開催されました。

ともに目指している所は、同じであることからの企画であり、

昨今の酪農情勢も共通の話題として共有出来ることもあるとし

て両会長の思惑が一致し、開催の運びとなりました。

参加者は青年部６名、４Hクラブ４名合わせ１０名の出席で

勉強会の内容は、「青年部の必要性とは」北海道青年部連絡

協議会の池田副会長から講話、「酪農情勢・乳価計算につい

て」はホクレン稚内支所の酪農課山田課長、「生乳生産動向に

ついて」を中央会稚内連絡事務所の田中調査役からの講話と途

中昼食時は交流会と題してオードブルを囲んで酪農談議に盛り

上がりました。

他に中央会の田中調査役からは、来夏の参議院選挙における

「みんなで学ぼう農政活動」と題して活動の必要性の話が行わ

れました。今後機会をつくりこの企画を続けて参りたいと最後

締められました。

高橋会長挨拶

池田副会長

山田課長

交流会風景

田中調査役



【
決
議
事
項
】

⒈

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⒉

任
意
積
立
金(

経
営
・
金
融
基
盤
強
化
積
立
金)

の

変
更
に
つ
い
て

⒊

出
資
配
当
及
び
事
業
分
量
配
当
の
基
準
の
決
定
に
つ
い
て

⒋

役
員
選
任
の
実
施
に
つ
い
て

⒌

総
合
農
協
監
督
指
針
の
改
正
に
伴
う

「
３
つ
の
方
針
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て

⒍

雌
雄
判
別
精
液
を
利
用
し
た
雌
子
牛
増
頭
事
業
の

取
り
下
げ
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⒈

令
和
６
年
度
ク
ミ
カ
ン
取
引
に
対
す
る
保
証

お
よ
び
理
事
の
保
証
に
つ
い
て

第２回理事会 開催月日令和６年４月９日

【
決
議
事
項
】

⒈

税
効
果
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

⒉

決
算
関
係
書
類
及
び
部
門
別
損
益
計
算
書
及
び

事
業
別
明
細
に
つ
い
て

⒊

賦
課
金
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

⒋

役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

⒌

退
任
役
員
に
対
す
る
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

⒍

役
員
の
補
欠
選
任
つ
い
て

⒎

労
働
保
険
事
務
組
合
の
令
和
５
年
度
徴
収
・

納
付
状
況
に
つ
い
て

⒏

第
１
５
回
通
常
総
会
の
招
集
及
び
議
案
並
び
に

総
会
参
考
書
類
に
つ
い
て

⒐

総
会
議
決
権
行
使
書
面
の
取
扱
い
に
つ
い
て

【
監
査
関
連
報
告
事
項
】

⒈

決
算
監
事
監
査
報
告
に
つ
い
て

⒉

内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⒈

総
会
時
に
お
い
て
の
激
励
状
・
目
録
の
贈
呈
に
つ
い
て

⒉

組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

⒊

令
和
５
年
度
ク
ミ
カ
ン
精
算
に
つ
い
て

⒋

３
月
末
ク
ミ
カ
ン
実
績
対
比
に
つ
い
て

⒌

大
口(

3
千
万
円
超)

信
用
供
与
先
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

⒍

令
和
５
年
度
自
己
資
本
比
率
の
算
出
結
果
に
つ
い
て

⒎

令
和
５
年
度
貸
出
条
件
緩
和
債
権
の
判
定
結
果
に
つ
い
て

⒏

㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
決
算
及
び
剰
余
金
処
分

報
告
に
つ
い
て

⒐

㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
取
締
役
及
び
監
査
役
の

選
任
就
任
報
告
に
つ
い
て

⒑

３
月
末
各
部
署
取
扱
高
及
び
実
績
報
告
に
つ
い
て

⒒

貸
付
金
実
行
報
告
に
つ
い
て

第３回理事会 開催月日令和６年４月２２日





んどが無村医か医療希薄地域であった。

この解消が農民の悲願であったが、自

由開業医は経済的に貧困な農村ではな

く、都市に集中する傾向が強かった。

１９１９（大正８）年

業組合が初めて診療所を開設、医療事

業の兼業を始めた。その後この動きは各

地に広まったが、経営は困窮していた。

１９

医療組合が設立され診療所を開設し、

区域を拡大しながら総合病院に成長す

るに至っている。

１９

て農村の医療組合設立等の許可権限が

農林大臣となり産業組合の連合組織に

より医療事業の運営が行われるように

なった。

北海道においては、北紋地区１４町村の

産業組合により

紋

「久美愛病院」を開設した。また、上川地

区では、産青連（産業組合青年連盟）が

医療聯設立運動を展開し、

１６）年

の後斜網医聯が設立されている。

この３医

聯」と合併し北聯厚生部となった。これが

現在のＪＡ北海道厚生連の母体である。

同年

倶知安厚生病院が開設された。



ＪＡの存在意義を考えるシリーズ

第２回 「農村の医療の

始まり」

大正から昭和初期の本道農村は、ほと

んどが無村医か医療希薄地域であった。

この解消が農民の悲願であったが、自

由開業医は経済的に貧困な農村ではな

く、都市に集中する傾向が強かった。

１９１９（大正８）年、島根県青原村の産

業組合が初めて診療所を開設、医療事

業の兼業を始めた。その後この動きは各

地に広まったが、経営は困窮していた。

１９２８（昭和３）年、青森市周辺で広区域

医療組合が設立され診療所を開設し、

区域を拡大しながら総合病院に成長す

るに至っている。

１９３２（昭和７）年の”救農国会”におい

て農村の医療組合設立等の許可権限が

農林大臣となり産業組合の連合組織に

より医療事業の運営が行われるように

なった。

北海道においては、北紋地区１４町村の

産業組合により１９３８（昭和１３）年に北

紋医療利用連合会が設立されるとともに

「久美愛病院」を開設した。また、上川地

区では、産青連（産業組合青年連盟）が

医療聯設立運動を展開し、１９４１（昭和

１６）年に旭川保健病院が開院した。そ

の後斜網医聯が設立されている。

この３医聯は、１９４２（昭和１７）年に「北

聯」と合併し北聯厚生部となった。これが

現在のＪＡ北海道厚生連の母体である。

同年、倶知安町立病院が経営移譲し、

倶知安厚生病院が開設された。

考えるシリーズは６回連載します

事務所１階ホールに満開の桜

５月１３日撮影



コンプライアンス研修会終了

２月２１日、当組合会議室において、令和５年度のコンプライアンス・プログ

ラム実践のための上記研修会を開催しました。この研修会は毎年テーマを決め

て行っており、今回のテーマはコンプライアンスの概要として今までの再確認

と、パワーハラスメント防止に向けた取組と２つのテーマで、中央会よりＤＶ

Ｄを借り当日の受講を３回に分け、最初は管理職に対して、２，３回目は受講

の時間帯を調整し行いました。３回合計で６４名の受講、８３％の出席率とな

りました。

昨今、不祥事の多発、多彩なハラスメントなど受ける方がハラスメントと言え

ばそうなってしまう時代であることから両テーマについて再認識となった研修

会でした。



牧草収穫作業風景（６月２８日撮影）

撮影者：新人「鳥谷部営農係」

金
融
店
舗
よ
り
お
知
ら
せ

当
組
合
よ
り
年
金
お
受
け
取
り
の
皆
様

へ
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
受
け
取
り
の
方
に
は
左
記
の
ハ
ガ
キ

が
届
い
て
い
る
事
と
存
じ
ま
す
。

今
月
末
ま
で
、
「
招
福
よ
う
か
ん
」
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
の
で
、
金
融
窓
口
で

こ
の
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
お
受
け
取
り
下
さ

い
。な

お
、
Ａ
コ
ー
プ
歌
登
店
で
も
お
受
け
取

り
出
来
ま
す
の
で
、
お
買
い
物
と
一
緒
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
お
受
け
取
り
下
さ
い
。


